
大崎救急分駐所救急出場状況

　

厚
生
労
働
省
と
総
務
省
消

防
庁
は
、
救
急
業
務
及
び
救

急
医
療
に
対
す
る
国
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
９
月
９
日
を
『
救
急

の
日
』、
救
急
の
日
を
含
む
一

週
間
を
『
救
急
医
療
週
間
』
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

で
は
、
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、

９
月
９
日
に
、
大
規
模
な
普

通
救
命
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
様
も
こ
の
期
間

中
は
、
救
急
業
務
に
関
す
る

理
解
と
応
急
手
当
の
必
要
性

や
重
要
性
を
再
認
識
し
、
も

し
も
の
時
に
尊
い
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
応
急
手

当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■平成２２年度

■平成２３年度
H23.04～H23.07

H22.04～H23.03

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
に
よ
る
と
救
急
出
場

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
緊
急
出
場
し
た

な
か
で
も
年
配
者
に
発
症
が
多
い
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
が
急
増
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
状
の
際
に
は
、
１
分
１
秒
を
争
う

場
面
も
多
く
、
通
報
の
際
に
は
で
き
る
だ
け
具
体
的

な
情
報
を
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

救
急
隊
か
ら
病
院
へ
連
絡
す
る
際
に
は
、
傷
病

者
の
名
前
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
の
ほ
か
、
病
歴

や
服
用
し
て
い
る
薬
、
普
段
の
状
況
と
の
違
い
な

ど
を
傷
病
者
本
人
や
関
係
者
等
か
ら
そ
れ
ら
の
情

報
を
ひ
と
つ
ず
つ
聴
取
し
ま
す
。

　
『
い
ざ
！
』
と
い
う
と
き
落
ち
着
い
て
１
１
９

番
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
、
正
し
い
１
１
９
番
通

報
の
か
け
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
急
病
や
ケ
ガ
の
と
き
】

住
所
と
名
前
、
場
所
を
詳
し
く

　

大
崎
町
○
○
、○
○
番
地
、
ア
パ
ー
ト
名
や
世

帯
主
名
な
ど
詳
し
く
。

　

現
場
が
わ
か
り
に
く
い
と
き
は
、
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
ら
誘
導
に
出
て
く
だ
さ
い
。

病
気
か
ケ
ガ
か

　

急
病
の
と
き
は
症
状
や
持
病
、
ケ
ガ
の
と
き
は
、

ケ
ガ
の
場
所
、
ケ
ガ
の
程
度
、
原
因
な
ど
も
伝
え

ま
し
ょ
う
。

搬
送
さ
れ
る
人
の
情
報
を
正
確
に

　

搬
送
さ
れ
る
人
の
年
齢
や
性
別
、
病
気
や
ケ
ガ

の
状
態
、
病
気
で
か
か
り
つ
け
の
病
院
が
あ
る
と

き
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

落
ち
着
い
て
１
１
９
番

９
月
９
日

９
月
９
日
は
救
急
の
日

は
救
急
の
日

あなたは、大切な人を救えますか？

急病　３８０件

一般負傷
　　５７件

交通事故
　　５３件

その他
　　６６件

急病　１４０件

一般負傷
　　２４件

交通事故
　　１３件

その他
　　２５件

合計５５６件合計２０２件

　住民の安心・安全確保と命の地域格
差を解消するために開所された『大崎
救急分駐所』は、今年４月で１年を経
過しました。
　昨年度中に大崎救急分駐所から救急
出場した件数は、５５６件にのぼりま
す。他の消防署からの応援を合わせる
と６５８件となり、町民２２人に一人
が救急車を呼んだことになります。分
駐所から出場した件数を種別でみると
『急病』が３８０件と最も多く、全体
の６８％を占め、次いで、『一般負傷』
５７件、『交通事故』５３件の順になっ
ています。
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